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講 演 会 報告１���

北のみち普請フォーラム開催

皆さんこんにちは。今日は道をテーマにお話を
させていただきます。
まず街道の話ですが、街道を徹底的に造り、使
うことで、世界に例をみない広域的な支配をとげ
たのがローマ帝国でした。ローマ帝国は多くの道
路網を張り巡らし、必要に応じて軍団が駆けつけ
物資を輸送していました。これらの道の多くは石
畳をひいた堅固な道で、ローマ帝国は広域支配の
ために権力にまかせ、多少の山や川はかまわずに
まっすぐに貫いて道をつくったわけです。
日本では江戸時代に東海道で大名行列が行き来
し、あるいは江戸の市民がお伊勢参りで東海道を
上っていました。江戸時代がいかに偉大な時代で
あったかということは、普通の人が宿場に泊まり
ながらかなりの確率で旅ができた、ということか
らもわかります。
もうひとつは街路です。私は街道と街路と、大
きく分けて２つの道の分け方をしています。
南イングランドのチェスターという都市の遺構
は、周囲を城壁が囲み、大きな十字路の街路があ
ります。この十文字の真ん中には交差点がありま
す。現在は都市の交差点は、日本では道路が行き
来して通りすぎていくところですが、ローマの時
代の交差点はフォルムと呼ばれたまちの広場でし
た。四方から人が集まってくる場所で、通り過ぎ
る場所ではありませんでした。現在でもヨーロッ
パの都市には、交差点の真ん中にモニュメントが
おいてあったり、花壇があったりで自動車交通は
ロータリーになっています。
それから街路は、ヨーロッパのまちではまちの

単位です。日本でも早稲田通り、目
白通りという名前がついています
が、それは単に道の名前です。ロン
ドンでは同じ道の交差点を２つくら
いすぎると、もう道の名前が変わり
ます。それは街の名前だからです。
ストリートにあたる道の名前も名
詞で50以上あり、それが全部まちの
単位になっている。ですから道は、
玄関を出て、人と人が出会うところ
なんです。

道づくりでおもしろいのは京都です。平安京が
つくられた時まちはブロック制で、街路で区画さ
れ囲まれた四角いところに宅地が割り振りされて
いました。しかし道路に面していないところはあ
まり住む価値がないので真中が空くようになり、
区画内でのつきあいは薄くなる。やがて道に面し
ているところが一つのグループを形成するように
なる。そしてそこで商業活動が盛んになってくる
とひとつのグループを形成するようになる。これ
がまち通りと呼ばれるようになっていきます。
アメリカのワシントンは計画的につくられた都
市ですが、こちらは重要なところが機能的に結ば
れていて、斜めの直線道路が国会議事堂とホワイ
トハウスの間をつないでいます。これはむしろ道
の移動性、人間は移動をする、それを支えるため
の道として造られたもので、あまりまち文化とい
うものは意識されていません。
まちは人と人が出会うところです。そのまちに
ある道が都市を分断するのは、まち文化としては
問題です。まだまだ日本の都市には通過交通がま
ちの真ん中を通るようなところがけっこうありま
す。そういう仕組みはまち文化の醸成を阻害する
ということがあると思います。

日本のなかで北海道は際だった違いを持ってい
る地域です。それは社会のできかたそのものが違
っているからです。たとえば北海道には大規模農
家がたくさんありますが、あれは北海道が広いか
ら大規模なわけではありません。開拓に入った時
は5町歩だったのが30町歩になるには買い足した
プロセスがあるから大規模なわけです。
内地の農村集落では21世紀に入った現在でも、
後継者のいない農家の土地を農家でがんばるから
売ってくれと言っても売らず、借地農業や集落営
農というかたちにしています。隣近所でこういう
話ができたのは、日本の中で北海道だけです。
この土地譲渡の話のように、まずはやってみよ
うという北海道式の仕組みがいまの日本には求め
られているのではないかと思っています。

文明・文化を運んできた世界の道 京都、ワシントンのまちづくり
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────ひと・みち・うるおい・つながり────

「みんなで育てようふれあいの道」
「道の文化をとりもどそう」

「愛で育む北の道」
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皆さんこんにちは。今日は、「車優先から人優
先へ」というテーマでお話をします。
最近の都市づくりで私が驚いているのは、国土
交通省が「車優先から人優先」という言葉を、
堂々と政策の中で言っていることです。脇目もふ
らず走り続ける社会から、考えながらゆっくり歩
く社会へ。経済の効率から、生活の「幸率

．．
」、つま

り生活の質を時代の物差しにして時代を考え、社
会を考えるという時代になったということです。
ハードや箱物だけで考えた時代から、生活の仕
方、暮らし方などのソフトを先行しながらハード
と一緒に考えていく展開が必要です。
次に、道路に対する要求ですが、道路政策に対
する国民世論調査でも、歩行者のための道路整備
をしてほしいという数字が39％出ています。
ここで留意しなければならないことは、車社会
を頭から否定することではなく、修正論、つまり
過度に車社会に依存する交通体系、生活体系を少
し修正しようというところで具体的な解決策を見
いだす必要があるわけです。
新しく造る都市部の道路は、車道、自転車道、
歩道3つのレーンを設けるということが法律で義
務づけられています。
それから、路面電車が最近復活して、全国で路
面電車の市民運動が大変活発になっています。こ
のときに車道路と路面電車の軌道を切り離してつ
くるということも書かれています。路面電車をつ
くるときに、こういう法律的根拠があればつくり
やすいということです。

ここで、道づくりの基本思想を整理したいと思
います。道路の主
役は人である、人
が安全に歩けるこ
とが道路の中でも
っとも重要であ
る。道路使用は、
人、車、公共交通
を平等に扱い、ど
れかが一方に偏る
ことがないように
しようということ
です。

また、道づくりは都市マネージメントであると
いうことです。換言すればこれは都市の成長管理
をするということです。都市が過度な高度成長を
するだけでなく、人の生活の質を育て、それを高
めていくために都市の成長をコントロールする必
要があるという視点から道づくりをしていこうと
いうことです。
現代の道路施策のテーマは、国土交通省の施策
の中にも、活力、暮らし、安全、環境と、4つの
キーワードがはいっていますが、私が追加したい
テーマは、行政、市民が共通の役割、共同の役割
をもつということです。
そしてこれは重要なポイントですが、まちなか
はつくるから活性化するのではなく、使うから活
性化する、ということです。まちをどう使うかと
いう発想がいま求められています。ここを避ける
から結局ものづくり、ハコづくりになるんです。

人が歩きたくなる道づくりの原則は「あいうえ
お」であらわせます。「あ」は、安心・安全のみ
ち、「い」は憩い・癒しのみち、「う」は美しい、
潤いのあるみち、「え」は円滑・エコロジーに配
慮したみち、「お」はおもしろく楽しい道という
ことです。これをふまえた「車優先から人優先」
への筋は、大きく2つあります。ひとつは、人に
優しい交通体系で歩行者優先です。もうひとつは
環境に優しい交通体系です。エコロジーを考え、
環境負荷が少ない交通体系をできるだけ選ぼうと
いうことです。
私は遊歩街区という言葉を使っていますが、遊
歩街区は、遊歩者が主体の町中の生活舞台です。
いまこれを構造改革特区に具体化できないかとい
うことを国土交通省の担当者にも話しているとこ
ろです。
それから、道の駅は全国各地にできて地域活性
に役立っていると思いますが、あれはどちらかと
いうと自動車道路にできている。私が最近言って
いるのは、歩く道の駅を提案していて国土交通省
に提案したところ、これはすぐ社会実験としてで
きそうだと好感触を得ています。これは既存の施
設を利用して、歩く人の休憩施設や、地域のさま
ざまな情報案内の施設、昼食、防災拠点などの整
備を充実させるということです。このような歩く
道の駅も全国に展開していこうと考えているとこ
ろです。
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OLを考えた官民共同の道づくり

かわりつつある道路政策
～車優先社会から人間優先社会へ～

道づくりと都市活性、
その意味と可能性

�テーマ「車優先から人優先へ」
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家協会理事、�日本ウォーキング協
会副会長、まちづくり学会常務理事、
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平成15年7月23日（水）ホテルニューオータニ札幌において、
北のみち普請寄合（フォーラム）が開催されました。主催者・会長のあいさつのあと
早稲田大学教育学部 教授 宮口 廸氏に基調講演１として「「みち」と地域社会の進化」を
AKC地域デザイン・歩行都市研究所 所長 村山 友宏氏に基調講演２として「車優先から人優先へ」を
それぞれご講演していただきました。

村山 友宏 さん 講演

※QOL＝生活の質（ quality of Life の略）


